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(1)「ヤコウタケの発光基質探索研究」 
 
ヤコウタケ（学名：Mycena chlorophos）はクヌギタケ属に属している腐生菌の
発光キノコである。主に八丈島、小笠原諸島、東南アジアなどの亜熱帯性気候と
いった極限られた場所にのみ分布している。子実体の形状は傘径7～27 mm、柄の
高さ10～23 mmである。天然の状態では6～7月、9月といった雨季の晴れ間に、フ
ェニックスやシンノウヤシ、ビロウヤシといった椰子の枯葉や幹に発生し、約3
日間連続的に発光する。ヤコウタケの発光色は、淡い緑色であり、その発光極大
波長は、525 nmである。一方、ヤコウタケは、子実体よりも成長の速い菌糸体に
も発光能があることが確認されている。今回、培養菌糸体についての発光条件の
精査とヤコウタケ子実体抽出物を用いた菌糸体の発光活性評価を行った。 
 その結果、pH 6.0の条件下でFe2+が菌糸体からの発光量を増加させることを見
出した。また、ヤコウタケ子実体のメタノール抽出物に発光活性物質が存在する
ことを見出した。 
 
(2)「夜光虫の発光基質探索研究」 
 
夜光虫（Noctiluca scintillans）は球径0.15～2 mmほどのじん臓のような形を
しており、植物プランクトンの渦鞭毛(うずべんもう)藻類に分類されていて、赤
潮の原因として知られている。機械的に刺激すると青色に発光し、発光極大波長
は474 nmである。その発光系はルシフェリンールシフェラーゼ反応を示さない
が、熱水抽出物はPyrocystis lunulaなどの渦鞭毛藻のルシフェラーゼと交叉反応
をすることが確認されている。そこで、Pyrocystis lunulaのルシフェラーゼによ
る発光活性を指標に夜光虫の発光基質の単離・構造決定を試みたので、その結果
を報告する。 
  
 pH8.5, 2 mM 燐酸buffer に5 m M 2-メルカプトエタノールを入れ沸騰させ、
凍結夜光虫を投入し、5～10分間煮沸した。その混合物をホモジェナイズして遠心
し、熱水抽出液を得た。 
この抽出液と渦鞭毛藻ルシフェラーゼを反応させると発光活性が見られたの
で、抽出液を酢酸エチルと水の分液で分配したところ、酢酸エチル層に発光活性
が見られた。今後、酢酸エチル層から夜光虫のルシフェリンの単離・精製を試み
ている。 
 
